
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度第 1 回の「三次中学校区学校運営協議会 

（みよし学園コミュニティ・スクール）」を 4 月２５日 

（金）に開催しました。 

小中一貫教育目標のもと、三次中学校区で子供たちに 

育成すべき３つの資質・能力である「主体性・協調性・ 

コミュニケーション能力」をあらゆる機会を通して鍛え 

ていくことを確認いたしました。今年度は、委員の数を 

昨年度の１７名から２０名に増やしており、取組の更な 

る充実を目指しています。今年度の役員として、会長森川幸郎、副会長 宍戸弘明、田中みどり

を委員の互選により選出いたしました。今年度、具体的な活動を組織的に行っていく上で、学習

支援、環境整備、安全安心、キャリア教育、教育サポートの５つの分野で取組を展開し、各種関

係団体と連携・協働しながら充実・深化を図っていくことになりました。 

また、学校区ごとにグル－プを作り、昨年度の活動を振り返りながら、今年度の方針や事業を

各校長が説明し、課題の把握と今後の連携の在り方などについて熟議を行いましました。 

学校、地域、家庭いずれにとっても有意義なものになるよう取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

「主体性」「協調性」「コミュニケーション能力」の育成  
＝コミュニティ・スクール４年目の取組の充実を通して＝ 
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【小中一貫教育目標】  ～まちづくりに参画・貢献し，高い志を持つ児童生徒の育成～ 

学習支援 
・補充学習支援 
・授業中の支援 
・検定チャレンジ講座 
・ゲストティーチャー 
・読書強化の取組   等 

キャリア教育 
・ゲストティーチャー 
・体験学習の企画補助 
・出前授業 
・外部人材による面接体験 
・地域合同行事の開催 等 

教育サポート 
・家庭教育支援のための情 
報交換 

・教育相談 
・各種関連団体による授業 
参観        等 

環境整備 
・ボランティア活動 
・学校環境整備 
・子育て談話室 
・生活習慣確立の取組 
・部活動の補助    等 

安全安心 
・あいさつ運動 
・登下校の見守り 
・校内パトロール 
・校外学習の引率補助 
・防災教育      等 

令和６年度三次中学校区コミュニティ・スクール委員 
【学校運営協議会】 
  会長 森川幸郎  副会長 宍戸弘明 田中みどり 

  委員 梵 大英  堂前昭己  井上峯晴  石田睦子  岩見篤子  和田健作   
     天野武紀  中村 緑  水島アツオ 長岡英樹  小原祥朗  田上明子  

髙下靖子  光下有紀  児玉克恵  出口康子  角濱慶司 
【地域学校協働活動推進員】 西川正治 

 



 

 

 

 

５月１日(木)、みよし学園(三次小学校、河内小学校、三次中学校)では、児童生徒による一斉ボ

ランティア活動を行いました。この活動は、児童生徒に地域社会の一員としての自覚と郷土を大

切にする気持ちを育て、自己肯定感を高めるなどを目的として実施するものです。また、年度当

初に共に活動する機会を設けるため、５月に実施しています。 

当日は、小中学校が連携して児童生徒がグループに分かれ、地域内の各所で清掃活動などに取

り組みました。活動を行うにあたり、三次地区公衆衛生推進協議会、三次地区の文化・観光まち

づくりを進める会、青少年育成三次町民会議、三次地区社会福祉協議会、民生委員・児童委員協

議会、三次地区老人クラブ、みよしＳＬ保存倶楽部、地域ボランティアグル－プ、三次町女性会、

三次西女性会、家庭教育支援チーム、各学校ＰＴＡ等、多くの皆さんにご協力をいただきました。

児童生徒が活動しやすいように準備いただき、一緒に清掃活動等を行うことができました。 

これからも児童生徒の活動が、地域の皆さんの喜びの源になれるよう、またそれが実感できる

よう、皆さんと一緒になって地域活動を進めていきたいと考えております。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【問い合わせ・意見送付先】市立三次中学校  TEL 0824-62-2896   FAX 0824-62-2899  

 E-mail miyoshi-j@school.miyoshi.hiroshima.jp 

みよし学園一斉ボランティア 地域の皆さんと一緒に頑張りました！ 

    ～社会の一員としての自覚と郷土愛を通して～ 


